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第 7回オペレーティング・モデル及び管理方式に関する技術会合報告書 

2016年 9月 3-4日 

台湾、高雄 

 

開会 

1. 第 7回オペレーティング・モデル及び管理方式に関する技術会合

（OMMP）議長であるアナ・パルマ博士は、会合を開会するととも

に、 会合の参加者を歓迎した。 

2. 会合の参加者リストは別紙 1のとおりである。 

3. 議題に変更（議題 3.3の追加）が加えられ、別紙 2のとおり採択され

た。 

4. 会合の文書リストは別紙 3のとおりである。 

5. シェルトン・ハーレイ博士及びキャンベル・デイビス博士は、ジム・

イアネリ博士とともに報告書の作成に協力することに合意した。 

 

議題項目 1. OM 構造の再考  

6. 議長は、MP開発のための OMモデル構造の使用と、資源評価のため

の OMモデル構造の使用との違いを認識する重要性を含めて、本議題

項目の背景を紹介した。前者の焦点はMPの頑健性を保証することで

あり、そのため、より悲観的なオプションに対してより重みが与えら

れるものと考えられる。対照的に、後者の焦点は資源状態の「最善の

評価」を提供することであり、それ故に OMのリファレンスセットに

おいて最も妥当なモデルのバランスを探求することが重要であった。

さらに議長は、OMのリファレンスセットに含まれていない計算／シ

ナリオに関して、（資源評価のための）「感度計算」と（MP開発の

ための）「頑健性試験」というの用語が上記の点で有用であると指摘

した。 

7. 2017年の資源評価において利用可能な新しいデータソースは表 1のと

おりである。 

8. 非メンバーと帰属漁獲量、新しいデータソース、及び今後の MP作業

に向けたプロジェクションコードの変更など、現行の OMに対する多

数の構造的変更に取り組んだ文書 CCSBT-OMMP/1609/04が発表され

た。非メンバーの漁獲量に関しては、非メンバー漁獲量にかかる作業

で用いられたアプローチ、すなわち非メンバーの漁獲努力量に日本又

は台湾の漁獲能力及びセレクティビティといった特性を割り当てる手

法に従うことが提案された。帰属漁獲量に関して提案されたアプロー

チは、帰属漁獲量を類似した特性を持つ船団に含めるか、又は（仮定

された、あるいはフィットされた）適切なセレクティビティ関係を持



 

つ新しい船団を定義することであった。新しいデータソースに関して

は、遺伝子標識データ、及び近縁遺伝子解析における半きょうだいペ

ア（HSP）データがある。具体的な遺伝子標識の推定量が体長別年齢

における不確実性を考慮して概説され、OMのために推奨された尤度

は、潜在的な過分散を扱うためにベータ二項モデルであった。2個体

の若齢魚の間で HSPを見つける方法の詳細が説明され、HSPのデータ

はベータ二項モデルを介して妥当にモデル化されたように見える。プ

ロジェクションコードの変更に関して、本文書では、過去に成長及び

セレクティビティ両方の変動を引き起こしていた OM内の潜在的な駆

動要因（最も顕著な要因は資源量）に基づき、それらの将来変動を取

り込む機構的な方法を見据えた頑健性試験を含めるためのオプション

を探索した。 

9. OMの再条件付けで考慮する必要がある新しいデータソースは以下の

とおりである。 

 2014年の拡大委員会（EC）会合で定義され（CCSBT 21報告書パラ

グラフ 50の定義のとおり）、かつこれまで OMでは考慮されてい

なかった帰属漁獲量の構成要素 

 未考慮死亡量：非協力的非加盟国、協力的非加盟国又はメンバーに

よる、帰属漁獲量として考慮されていなかった追加的な死亡量 

 遺伝子標識から推定される 2歳魚の資源量推定値 

 近縁遺伝子解析標識再捕（CKMR）から得られた親子ペア（POP）

及び半きょうだいペア（HSP）のデータ 

 

1.1. データ入力 

追加的な漁獲量 

10. 会合は、未考慮死亡量及び帰属漁獲量に関する ECの決定は、OMの再

条件付けに取り込むことが求められる新たな漁獲量／死亡量に関する

情報が利用可能となることを意味していることに留意した。新たな漁

獲情報／シナリオのセット毎に、それらの漁獲量を既存の漁業に加え

るか、又は新しい漁業を設定するのかについての判断が求められる。 

11. 会合は、資源評価に現在取り込まれている多くの漁業は歴史的にセレ

クティビティが変化していること、またもし新たな漁獲量を既存の漁

業に加えるのであればこうした点も考慮される必要があることに留意

した。 

12. 会合は、やむを得ない事由がない限り、追加的な漁獲量を既存の漁業

に組み込むこと、また本件に関してはその作業を行う段にさらに検討

することに留意した。 

遺伝子標識 

13. 会合は、遺伝子標識再捕法に基づく 2つの新たなデータソースが OM

及び／又は MPへの取込みに利用可能となる予定であることに留意し



 

た。遺伝子標識（GT）は、2歳魚の絶対的な資源量の推定値を提供

し、CKMRから得られた半きょうだいペア（HSPs）は産卵親魚資源に

かかる絶対的な資源量及び死亡量の推定値を提供するものである。 

14. 会合は、1歳魚を 2歳魚として誤認するリスクは極めて小さいもの

の、2歳魚と 3歳魚、また特に 3歳魚と 4歳魚のサイズ分布には相当の

重複があることに留意した。会合は、元々の設計研究では 2歳魚で放

流して 3歳魚で再捕することのみに焦点を当てていたのに対し、OM

への GMデータの取込み及びデータ生成のために開発した手法では、

放流（主に 2歳魚、ほんの一部の 3歳魚）及び再捕（大部分は 3歳

魚、一部 4歳魚）において混在する年齢のもっともらしい現実を説明

していることに留意した。加えて、サンプリングのための野外調査手

順は、この影響を最小限にするよう設計された。会合は、特に 3歳魚

と 4歳魚の年齢別体長を適切に説明することが GTモニタリング実施

の重要な検討課題になることに留意した。 

15. GTにおける潜在的な懸念事項として、再捕数が少数（<10個体）とな

る可能性が提起された。GTによる推定量の利点として、年齢クラスが

小さいほど多くの再捕が得られること、また特定の年齢クラスに対す

る資源量推定値の正確性が増すことが留意された。他方、大きい年齢

クラスでは再捕数が比例的に少なくなるものと考えられる。しかしな

がら、現在までのシミュレーションによれば、現状のサンプリング体

制と OMの加入量推定値に基づくと、再捕数がゼロになる可能性は低

いことが示唆されている（文書 CCSBT-OMMP/1609/07）。 

半きょうだいペア 

16. ある 1年の親魚資源量の推定値を提供するために十分な HSPがない可

能性という意味合いにおいて、「欠損データ」の可能性が提起され

た。オーストラリアは、特に SBTのような広範囲に産卵する種では一

般的に HSPが POPよりも豊富に存在すると述べた。これまでの SBT

の「POPのみ」の CKMR研究では、45組の POPsが識別され、その資

源量推定値の CVは 0.2未満という結果であった。この結果及び現在ま

でに完了した初期作業（CCSBT-ESC/1509/19）を踏まえると、HSPの

数は数百という範囲になるものと予想される。 

ニュージーランド漁業における国内漁業の CPUE 

17. ニュージーランドは、2017年の資源評価には間に合わないものの、将

来的には自国船団の CPUE指数を開発する可能性を示唆した。ニュー

ジーランドは、国内船団の構造の変化が CPUEデータの十分な標準化

を難しくしていると述べた。 

 

1.2. モデル構造（サイズ－年齢、船団、漁期等） 

18. 会合は、インドネシア漁業の漁獲物について、小型魚の出現に伴う近

年の年齢組成の変化について留意した。オーストラリアは、ESCにお

いてインドネシアがこの問題に対応するものと考えているが、こうし



 

た小型魚のデータは、伝統的な漁業とは異なる港を拠点として操業す

る船団による産卵場より南方の海域での漁獲物を反映したものと理解

されていると述べた。 

19. 会合は、産卵場における年齢組成データについて、産卵親魚資源に関

する重要な指標であるとともに、代替の自然死亡仮説にかかる相対的

妥当性の情報としても重要であることに留意した。会合は漁獲物（及

び漁獲モニタリングプログラムから得たサンプル）の出処を照合する

ための努力を最優先とすべきであることに合意した。会合は、これが

不可能である場合には、OMの再条件付けを目的として、セレクティ

ビティの時間的変化を OMに組み込む必要があることに合意した。 

 

1.3. セレクティビティ、漁獲能力、加入量、成長等に関する仮定 

20. 会合は、過去のデータが平均的な年齢別体長の明確な時間的変化を示

していること、また将来の成長変化が資源再建の速度に影響を与える

可能性があることに留意した。 

21. 文書 CCSBT-OMMP/1609/04において提案された 3つの仮説の中で、も

しも密度依存成長が起こるとすれば、これが最大かつ最も予想し易い

影響を及ぼすものと考えられる（例えば、資源が再建するにつれて成

長率が低下する可能性がある）。会合は、OMの将来のバージョンで

は密度依存成長シナリオを検討することに合意した。実装される特定

のアプローチに関して、また密度依存成長をグリッド内で考慮する

か、もしくは頑健性試験として考慮するかについてさらに検討する必

要がある。 

22. 密度の関数として、成熟サイズ／年齢の経時的な変化が考えられるこ

とが提起された。会合は、産卵場沖で採取されたサンプルを用いて成

熟サイズ及び年齢を直接推定する活動がメンバーによって進められて

いることに留意した。（文書 CCSBT-ESC/1609/15、CCSBT-

ESC/1409/23）。 

23. 会合は、セレクティビティの経時的変化をもたらすプロセスは、より

複雑であり、かつ（密度依存成長と比較して）モデル化に対して修正

しにくいことに留意した。会合は、セレクティビティに関する過去及

び将来の変化をモデル化するために状態空間的アプローチを用いる可

能性を議論したが、そのメリットがコストを上回ることにはならない

可能性が高いことに留意した。会合は、過去と将来のセレクティビテ

ィのモデル化に関して現行のアプローチを維持することに合意した。 

24. 前回の資源評価で実施された感度計算の際に検討された要素の大部分

に関する概要を表 2に示した。会合は、2018年の OMMP 8 において資

源評価にかかる進捗がなされた時に、この表について再度検討するこ

とに合意した。 

 

1.4. 尤度 



 

25. 会合は、この議題項目において、個々のデータセットに関する尤度形

式と各データセットへの重み付けの両方について検討した。 

26. 会合は、異なるデータセットの相対的重み付けは資源評価プロセスに

おいて最も適切に検討されることから、2017年にこれを再検討するこ

とに合意した。 

27. 会合は、サイズ組成データに関して、MULTIFAN-CL開発チームによ

る最近の「ランダム効果を持つ自己スケーリング多項分布」の開発状

況1 に留意した。会合は、この新しい手法又はその他のサイズ組成尤度

関数の検討は現時点における最優先事項ではないものとし、サイズ組

成データのモデリングにおいて現行のアプローチを継続することに合

意した。 

28. 会合は、遺伝子標識、親子ペア（POPs）及び半きょうだいペアの尤度

形式について検討し、過分散を考慮する能力を備えたベータ二項アプ

ローチが最良のアプローチであることに合意した。 

 

1.5. セル内不確実性の取扱い 

29. 会合は、OMにセル内不確実性を取り入れるための状況と、行われた

作業についてレビューした。CCSBTの資源評価及びオペレーティング

・モデルの予測において不確実性を取り扱うために用いられている現

行のアプローチは、「グリッド」範囲（個々が「セル」と呼ばれる

320個の異なるモデル設定の集合）からのリサンプリングを伴ってい

る。この集合内の妥当な各セルに対して、最大事後密度（MPD）が推

定され、2,000個の代替パラメータ値セットの擬似事後分布を作るため

に用いられている。これら 2,000個のパラメータベクトルが、資源評

価向けに、及び OMのデータ生成／MP試験において使用されてい

る。セル内の MPD推定値周りの不確実性を説明するため、共分散行列

を確実に推定できるよう、モデルのコードが改良された（最初の作業

は 2014年 ESC会合において実施された）。これは全ての MPD推定値

を計算するために要する時間を拡大させることとなったが、この不確

実性の発生源を説明することのメリットの方が重要であるとされた。 

30. ESC 20の会期中、その実装方法の詳細が概観され、コードの一部が実

装された。OMMP 7及び ESC 21においてさらなる作業が完了した。こ

れらの詳細には、現在用いられている MPDと置き換えるため、MPD

と共分散推定値に基づく多変量正規乱数ジェネレーターを呼び出すこ

とを含んでいる。会合は、OMMP 8に向けて、この方法で機能するも

のの、MPDのセットを速やかに作成するためにセル内変動性を無視す

る選択肢が依然として利用可能であることに留意した。 

 

                                                 
1 http://www.wcpfc.int/system/files/SC12-SA-IP-10%20MULTIFAN-CL.pdf  

http://www.wcpfc.int/system/files/SC12-SA-IP-10%20MULTIFAN-CL.pdf


 

1.6. その他 

31. 議長は、2017年に実施予定の資源状態の評価の一部として何らかの将

来予測を行う必要性があるかどうかを検討することを提案した。

CCSBTとしては新たな MPに移行する予定であり、旧 MPにより将来

予測を行うことには限定的な価値しかないことが留意された。 

32. 委員会が MPアプローチを採用していることを考慮すると、一定漁獲

量による将来予測を示すことは混乱を招く可能性があるとの懸念があ

ったが、そのような予測は資源生産性の全体的な推定値が変化してい

るかどうかを幾分かは示すとの認識もあった。 

33. 会合は、OMMP 8 において、資源の生産性に関する最新情報の最適な

提示方法にかかるオプションを検討することに合意した。 

 

議題項目 2. 未考慮死亡要因の評価に関する技術的課題 

34. オーストラリアは、非協力的非加盟国（以下「非加盟国」という。）

による未考慮漁獲死亡量の TAC勧告に関する助言への取入れに関する

文書 CCSBT-OMMP/1609/05（CCSBT-ESC/1609/BGD03）の技術的な側

面について説明した。拡大委員会により提案されている 2つのアプロ

ーチのそれぞれのメリットに関しては、ESCに対して包括的な文書が

提出される予定である。これら 2つのアプローチの違いは、「MPアプ

ローチ」が MPの再試験とチューニングを伴うのに対して、「直接的

アプローチ」は MPの試験とチューニングにおいて未考慮死亡量を取

り込んでいないことである。従って、技術的な課題は「MPアプロー

チ」にのみ関係する。「MPアプローチ」は非加盟国による漁獲量の

影響を考慮することが可能であり、追加的な漁獲死亡量の全ての要因

が再条件付けされたオペレーティング・モデル及び MPの試験と再チ

ューニングに取り込まれていれば、将来の TAC勧告において全ての漁

獲死亡要因をより広範に考慮することができる。未考慮死亡量の感度

試験に関しては、2014年に OMに実装した方法とコード変更を OMの

再条件付けに利用することができる。十分な水準の追加的漁獲死亡量

が新たな MP候補の評価に用いるオペレーティング・モデルに組み込

まれているならば、選択された MPからの TAC勧告は、そうした漁獲

死亡量の水準とそれに関する不確実性に対して頑健なものとなると考

えられる。MPアプローチは、CCSBTがそのコミットメントを再確認

し（Anon. 2015）、国際的な先導者として認められているところの科

学的なベストプラクティスに基づく漁業管理を確保するものとなると

考えられる。未考慮死亡量にかかる全ての要因の影響を検討するため

に ESCが利用可能なデータは、依然として極めて限定的である。この

問題について 2014年に ESCが検討して以降、新たなデータはほとん

ど利用可能になっていない。新たな管理方式（MP）の管理戦略評価

（MSE）及び資源評価に向けて、2017年のオペレーティング・モデル

の再条件付けの前に、これらの漁獲死亡要因（加盟国及び非加盟国）



 

に関する漁獲量のタイムシリーズ（過去と将来）を決定及び特定する

必要がある。 

35. UAMに関して、会合は、非協力的非加盟国にかかる最良の推定値につ

いては ESCにより決定される予定であることに留意した。合意された

漁獲量は、推定の際に置いた仮定（例えばターゲットか混獲か）、中

国市場調査（文書 CCSBT-ESC/1609/36）及び／又は利用可能となる可

能性があるその他の情報源に基づき、関連する漁業（例えば LL1又は

LL2）に割り当てられることとなる。 

36. 会合は、MPの評価においては将来的な UAMの水準に関する仮定が重

要になることに留意した。ニュージーランドは、直接的に漁獲量を予

測するのではなく、漁獲努力量の水準を予測する方がより適切である

とした。例えば、漁獲物が混獲によるものである場合、資源量の増加

とともに UAM漁獲量も増加する可能性がある。 

37. 会合は、OMで追加的な漁獲量を考慮するためには「MPアプローチ」

が技術的に最善の方法であることに合意した。また会合は、追加的な

漁獲量の特性に関するより具体的な情報がない状況では、2014年の資

源評価において追加的な漁獲シナリオを組み入れる際に使ったものと

同様の、もしくは類似した方法が用いられるべきことに合意した。 

38. 帰属漁獲量に関して、会合は議題項目 1.1の下で既に行われた議論に

留意し、議長は、MP開発に UAM及び帰属漁獲量を組み込むための技

術的な方法について意見を求めた。文書 CCSBT-OMMP/1609/05は、両

方の追加的漁獲量の要因をどのようにMP試験に入れるかに関する一

つの提案を行ったものである。 

39. 会合は、OM及びMP試験プロセスで用いられる漁獲量の仮定に関す

る技術的な評価を行うことができるよう、関連する CDS及び市場デー

タを利用可能にするとの以前からの要請を繰り返すことに合意した。 

 

議題項目 3. 新たな MPの設計   

40. オーストラリアは、CCSBTの新たな MPの開発、試験及び選考のプロ

セスに関する予備的な検討を行った文書 CCSBT-OMMP/1609/06を発表

した。拡大委員会は、2015年の会合において、2-4歳魚の相対的な資

源量指数を提供する科学航空目視調査に替わるものとして、2歳魚の

絶対的な資源量を推定するための遺伝子標識を用いる新たな加入量モ

ニタリングプログラムを実施することに合意した。「バリ方式」では

航空目視調査と標準化されたはえ縄 CPUEとを組み合わせて用いてい

るため、加入量モニタリングの手法を変更するということは、委員会

の資源再建計画の実施に向けて改定された／新たな MPの開発が必要

となることを意味している。新たな MPの開発、試験、選考及び実施

にかかる作業計画は野心的なものであり、2016年の OMMP技術部会

において作業を開始し、2019年に新たな MPを用いて 2021-2023年の

TACブロックを勧告するのに間に合わせなければならない。この文書



 

は、候補となる MPの開発及び試験、並びに最終的な MPの選考及び

実施のプロセス、さらに委員会の再建計画の目的の要点、現行のバリ

方式における技術的な仕様、及び MPから期待される動作的な特性を

達成するための決定ルールに組み込んだ操作上の制限についてまとめ

ている。前回の MP開発作業における重要な側面は、反復的な選考過

程に入る前の初期試験のために、広範な MP候補を開発したことであ

った。これには多くの有益な効果があり、また ESCのプロセスにおけ

る重要な側面と考えられる。また本文書では、MP候補において使用

することが妥当と考えられる SBT個体群の各構成要素（すなわち、加

入、亜成魚及び産卵成魚）に関して利用可能なモニタリングシリーズ

を概観し、MPの中でモデル及び経験的な決定ルールを用いることの

論拠を述べている。最後に、本文書では、相互の関与と理解及び協力

を増進する観点から、技術的な側面と、ESCと委員会との関与の両面

にかかる「プロセス」を検討した。 

41. 会合は、航空目視調査、GT及び CKMRのサンプル収集及び処理にか

かる予算措置に関して、CCSBT 22の決定により、ESC 20当時とは状

況が大きく変わったことに留意した。さらにオーストラリアは、これ

までに集積された CKMRサンプル（2006-2010年）と、当初の CKMR

調査（Bravingtonら、2014年）に続いて収集されたサンプルを処理す

る予算がほぼ確保されたと述べた。会合は、これには今後 2年間、特

に次の 12ヶ月間に実施される相当量の作業が伴うことに留意した。 

42. 会合は、2015年に提案されたように、資源状態に関する助言を行う全

面的な資源評価と OM／MP開発作業の両方を 2017年に同時並行的に

進めることについて、その実施能力にかかる懸念を表明した。会合

は、ESCでの検討に向けて、これら一連の作業にかかるスケジュール

を更新することに合意した。当該スケジュールは表 3のとおりであ

る。 

43. 会合は、R及び OM関連作業に向けて外部リソースとの契約が必要と

なる可能性が高いことに留意した。OM開発においては、既にそのコ

ードに精通している者を起用することが不可欠であるとされた。会合

は、ESCに対し、表 3に特定したそれぞれの任務を達成するために必

要な人的リソースにかかる見積りを提示するよう勧告した。 

 

3.1. MPの構造 

44. 作業部会に対し、文書 CCSBT-OMMP/1609/07が発表された。本文書で

は、基本的な遺伝子標識、親子ペア（POP）及び半きょうだいペア

（HSP）のデータを生成する方法を詳述した。また、これらのデータ

について、候補となる MPへの入力のための有益な指標に発展させる

可能性についても検討した。遺伝子標識に関しては、遺伝子標識調査

の設計研究に付随するサンプリング計画を用いるならば、2歳魚資源

量の 5年移動平均がよく機能した。それは 0.9の水準の中央値で真値

との相関が見られ、平均加入量が時間とともに約 50% 増加していたシ



 

ナリオにおいても、0.75以上の下位 10パーセンタイルを持っていた。

再捕数がゼロである場合の発生率も、検討したシナリオ全体で非常に

低かった（0.1% 未満）。POPデータに関しては、相対的な産卵魚資源

量の経験的指数が作成され、30% の CVを伴う産卵魚資源量調査と同

様の水準で真値と相関することが示された。HSPデータについては、

同様の相対指数がおよそ 20-25% の間の CVを伴う調査と同等によく機

能することが示された。成魚の総死亡数のトレンドに関する追加的な

HSP指数が検討されたが、SBTの事例では、増加のトレンドにあると

きのみ機能するものと考えられた。これは成魚に関する M対 Fの低い

比率によって引き起こされており、ここでは減少する漁獲係数に関し

て HSPにおける差がほとんどない。全般的に、遺伝子標識は、情報が

有益かつ現状の重要な混合仮説に対して頑健であり得る相対的加入量

指数を作成することにかかる将来性が期待できた。POP及びそれ以上

に HSPもまた、約 25％の CVを伴う仮想の調査と同等の程度で、非常

によく産卵親魚豊度との相関を示した。 

45. 会合は、将来のいかなる形態の MPにおいても、既存の MPの枠組み

内では航空目視調査と遺伝子標識の「単純な置換」が不可能であるこ

とに留意した。これは対象とする年齢クラスが異なるためである（例

えば、航空目視調査は 2-4歳が対象であるのに対し、遺伝標識では 2

歳である）。 

46. 会合は、結果として新たな MPは既存の MPとは全く異なるものにな

り得ることに留意するとともに、モニタリングシリーズの範囲（表

4）及び MP内部で使用される可能性がある指標について検討した。 

47. 会合は、MPを一義的にはえ縄 CPUEにより駆動させることは最善で

はないとした ESC 20の懸念を繰り返すとともに、現行 MPと同じ形態

の MP（すなわち遺伝子標識及びはえ縄 CPUEを加入量指数として用

いるもの）は、将来的に影響力のあるシリーズとして十分な GT推定

値を利用できるようになる時点まで、CPUEのトレンドによって駆動

されることになる点に留意した。 

48. 会合は、CKMRデータシリーズが利用可能となれば、加入魚及び亜成

魚のシリーズに加え、MP候補で使用するための産卵親魚の資源量及

び死亡率のモニタリングシリーズのベースとなることに留意した。会

合は、CKMRの豊度指数、特に HSPは産卵豊度とよく相関するように

見える一方、漁業のインパクトの大部分のターゲットである資源の構

成要素（すなわち、2-8歳魚）のトレンドを反映する指数に MPの焦点

を合わせることにはメリットがあるという考えに留意しつつ、MPに

産卵親魚の資源量指数を取り込むことの利点と課題を検討した。 

49. 会合は、相対的なものではなく絶対的な資源量指数としてのモニタリ

ング指数及び同様の資源の構成要素をモニタリングするような結合指

数（例えば平均をとる）を取り入れるための考え得るアプローチにつ

いても検討した。会合は、MPの開発プロセスにおいてさらなる議論

が起きるであろうことに留意した。 



 

50. 会合は、合成指標を作成するために異なるモニタリングシリーズから

得た指標を結合するという検討の余地を含めて、以前の MP開発作業

において開発したように、経験的（指標）アプローチ又はモデルベー

スアプローチのどちらかを使用する MP候補を開発する可能性に留意

した。バリ方式の土台である現行のバイオマスランダム効果モデル

は、MPの実行のたびに、モデルへの当てはまり診断のチェック及び

「q-ratio」の再計算を必要とすることが指摘された。モデルベース MP

に関連するこの付加的な複雑さのために、ESC全体に対してこれらへ

の理解を難しくさせている可能性があること、また関係者及び意思決

定者との意思疎通をより困難にする恐れがあることが懸念された。こ

れに対して、シンプルな経験的 MPは、より理解がしやすく、平易な

表現で一般的に説明することがより簡単である点が魅力である。しか

しながら、この点は TACの変動とのトレードオフとなる場合が多い。

会合は、幅広い形態の MP候補の探索が有益であり、MSEテストにお

けるパフォーマンスが最も重要な試験となることに合意した。 

 

3.2. オペレーティング・モデル及び試験方法 

51. 会合は、GTに関してより長いタイムシリーズが利用可能になるまでは

GTの過分散のレベルを正確に推定することは困難と考えられることに

ついて特に留意した。1990年代の通常標識に関する過分散の項は 1.82

と推定されたが、これは遺伝子標識に関して予測されるものと直接的

に比較することはできない可能性があることが留意された。また、GT

のパイロット調査のために完了した設計研究では、この値が高くなる

ことはあり得るとしており、また 1.5という代替的な推定値を示した

ことも留意された。会合は、感度分析及び頑健性試験を通して過分散

のレベルにおける不確実性が評価される必要があることに合意した。 

52. MPのチューニングに関して、チューニングに選ばれた年に達成され

る資源量の分布の中央値に対してこれが実施されるべきであることが

予備的に推奨された。この理由は、以前のチューニングが確率論的な

基準に基づいており、時間が経つにつれ、異なる不確実性の発生源が

OMのリファレンスセットに取り込まれ、確率がもはや比較できなく

なったためである。 

53. スケジュール案のレビューにおいて、会合は、ESCに MPの勧告と実

行を同時に行わせることは、MPの 選考が長期的なパフォーマンスよ

りも最初の TACに基づいて行われてしまう状況につながる可能性があ

り、最善ではないことに留意した。また、提案されたタイムラインで

は、委員会レベルでの公式な議論の機会は一度きりとなることにも留

意した。会合は、このタイムラインでは、以前のバリ方式の採択まで

のプロセスにおいて許された水準の議論の機会を与えることにはなら

ないことに留意した。 

 



 

3.3. 欠損データ 

54. 会合は、MPの設計に関して、一般的にモニタリング指数が極めて容

易に入手可能であるべきであることに留意した。しかしながら、例え

ば MPは調査指数を使用しており、何らかの理由（例えば船の故障）

によりある年の指数が利用できないといった不測の事態は起こり得

る。 

55. このような状況にあって、モニタリング指数が入手可能でない場合の

対応について事前に合意された見解を固めておくことは重要である。

理想的には、MPが開発及びテストされる時点、すなわち MPのフル仕

様に欠損データの取扱い手順が組み込まれる時に、この合意に達する

べきである。 

56. 会合は、MP候補には欠損データの取扱い手順を組み込む必要がある

ことに合意した。しかしながら、ESCがこれに関する共通のアプロー

チを採用することは可能である。 

 

議題項目 4. コードの改良及びバージョンコントロールシステム  

57. 会合は、現在の CCSBTのモデル及びディレクトリ構造に関する作業の

流れをレビューした。「タグ」はコードが最終的な OM／MPセットの

ために使用された時点でのマスターブランチに対して用いられるこ

と、また当面の間、作業は「開発」ブランチから開始すべきこと（各

人はそこから作業を進め、マージして戻るための分岐したブランチを

伴う）が留意された。またイアネリ博士は、「rsbt」パッケージがメン

バーによって引き続き使用されるべきこと、かつ技術面への貢献及び

改善が奨励されることを指摘した。最後に、イアネリ博士は、モデル

をどのように実行するかの「レシピ」に関する文書は GitHubシステム

上でマークダウンファイル（会期中に関連のある既存のワードファイ

ルがコンバートされたもの）として維持されるべきであること、また

「readme.md」ファイルのアップデートについては最新版までの変更を

記録する形で検討すべきことを推奨した。バージョンコントロールシ

ステムが効果的であることを確保するためのベストプラクティスをレ

ビューするため、全メンバーから成る小作業部会が結成されるべきで

ある。 

 

報告書の採択  

58. 報告書が採択された。 

 

閉会  

59. 会合は、2016年 9月 5日 18時 39分に閉会した。 



 

表 

 

表 1．2017年の資源評価の入力としての新たなデータの利用可能性 

データ 指数（対象) 指数（対象年） データ年 

航空目視 2－4歳 1993-2000, 2005-2014, 

2016-2017 
対象年と同様 

遺伝子標識 2歳 2017年まで使用不可  

CPUE LL1 はえ縄の利用可能な資源量 1969-2016 対象年と同様 

POPs 産卵親魚群 2002-2013 2005-2015/16 

HSP 産卵親魚群 2002-2013 2005-2015/16 

    

 感度試験  

台湾はえ縄
CPUE 

はえ縄の利用可能な資源量 2002-2015 対象年と同様 

韓国はえ縄
CPUE 

はえ縄の利用可能な資源量 1996-2016 対象年と同様 

商業航空目視
SAPUE 

2－4歳 2002-2014 対象年と同様 

曳縄ピストン

ライン指数 

1歳 1996-2014, 2016-2017 対象年と同様 

グリッド曳縄

指数 

1歳 1996-2014, 2016-2017 対象年と同様 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

表 2．2017年の OMMP 8評価に向けて実施される感度計算の予備的な候補リ

スト。ただし、これらは OMのリファレンスセットにおいて考慮される要素

に追加されるものであることに留意。 

 

シナリオ名 シナリオの概要 

Added catch (TBD) 未考慮漁獲死亡（下を参照） 

SV_OverC ステレオビデオ（SV）システムが未導入の場合、オー

ストラリア漁業の 20％の過剰漁獲を継続  

LL1 Case 2 of MR 2006年の市場報告ケース 2に基づく LL1の過剰漁獲 

  

IS20 インドネシアのセレクティビティ（20歳+魚から一定） 

High_aerialCV 条件付けで（航空目視のプロセス CVを 0.4に設定） 

Aerial2014/2016 2014年及び 2016年の航空目視調査データに対する感度  

CPUE関連  

Upq2008 推定される CPUEの qの増加（2008年以降は永続的）  

Omega=0.75 資源量と CPUE間の関係のべき関数の指数が 0.75（又は

診断に基づく代替値） 

CPUE_alternatives CPUE作業部会からの情報に基づく 

Taiwanese CPUE  

Korean CPUE  

CPUE S=0 過剰漁獲が CPUEに影響を与えなかった場合 

CPUE S=0.50 報告された努力量に関連する LL1の過剰漁獲の 50%  

updownq 2009年に漁獲能力が増加（0.5）し、その 5年後に通常

に戻った場合 

CPUE S=0.75 報告された努力量に関連する LL1の過剰漁獲の 75% 

［診断をチェック］ 

CPUE CV=0.3 CPUEシリーズに設定する CVを 0.3の下限になるよう

に増加させる 

Include 2007-08 

CPUE Upper 
最も楽観的な CPUEを使用（Laslett） 

Include 2007-08 

CPUE Lower 
最も悲観的な CPUEを使用（ST Window） 

Piston line ピストンライン曳縄調査指数を含める 

Grid-type trolling 

index 
代替の曳縄調査指数 

Tag F / Mixing 標識魚の不十分な混合を考慮（新たな知見が標識データ

の取扱いに情報を与える可能性） 

 

 

 

  



 

表 3．MP開発及び評価／OM改善のスケジュール案 

No. 活動/会合 目的 タイミング 

1 ESC 21 資源評価及び次代 OM/MPの計画策定 2016年 9月 

1i 

休会期間中

の準備作業 

 

コード開発 

o 資源評価用の新たなデータ組込みのためのモデ

ル（HSP, CK-POP, UAMの変更） 

o 新しいデータ評価のための検査用 Rコード 

o 新しいタイプのデータを含む OMデータファイ

ルの更新（特に POP及び HSP) 

o 条件付けは 5-6月に実施 

o MP 評価のための将来予測（POP, HSP及び遺伝

標識データ生成） 

6月又は 7月

OMMP 8前に

ウェブ会合開

催 

 

2 OMMP 8 

資源評価 

o 資源評価のための感度分析テストの決定 

o OM条件付けの最終化 

o 最終の OM構造、重み付け、グリッドのレビュ

ー、診断 

o 図と診断用の Rコード作成 

MP候補の開発  

o データ生成機能の実装  

o MP の頑健性試験 

2017年 6-7月 

(6月が望まし

い)  

2i   ESC 22に向けた最終的な資源評価 8月 

3 ESC 22 

資源評価  

o 資源評価をレビュー 

o 資源状態  

MP候補開発  

o 性能指標 

o MP テストの計画立案 

o 再建目標を反映した技術的な仕様の確認  

2017年 9月 

3i 
休会期間中

の作業 

MP候補開発 

o 頑健性試験のための解析及びコード変更（例え

ば、セレクティビティ、成長） 

o GT推定値取り込みのための新たな条件付け 

o MP 候補実行用のプロジェクションコード変更 

o MP 候補の開発及びコード化(要すればチューニ

ングを伴う) 

 

4 OMMP 9 

o MP 候補の性能レビュー 

o 頑健性試験の最終化 

o MP 候補の改善 

o MP 候補の予備的結果に関する委員会との非公式

対話 

2018年 6-7月 

4i 休会中 MP 候補の改善  

5 ESC 23 
MP 候補の性能に関するレビュー 

MP の性能に関する委員会へのアドバイス 
2018年 9月 

6 委員会 MP の性能に関する更なる検討 2018年 10月 

6i 休会中   

7 OMMP 10 要すれば実施 2019年 7月 

8 ESC  2019年 9月 

9 委員会  2019年 10月 
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議題 

第 7回オペレーティング・モデル及び管理方式に関する技術会合  

台湾、高雄 

2016年 9月 3-4日 

 

付託事項  

ESC 20 は、以下の付託事項に従って、ESC 21 の直前に 2 日間の技術会合を

開催するよう勧告した。  

1) 2017 年に実施予定の資源評価にかかるオペレーティング・モデルの構

造を定義すること 

2) 将来における主な加入量指数として、航空目視調査指数に替えて遺伝

子標識を用いる新たな MP の設計を開始すること 

 

EC は、2015 年の年次会合において、ESC が提示したオプション A（すなわ

ち 2016 年及び 2017 年に航空目視調査を実施し、2016 年から試験的遺伝子標

識を開始するとともに、新たなMPの開発も開始する）に合意した。 

 

暫定議題 

1. OM構造の再考  

1.1 データ入力 

1.2 モデル構造（サイズ‐年齢、船団、漁期等） 

1.3 セレクティビティ、漁獲能力、加入量、成長等に関する仮定 

1.4 尤度 

1.5 セル内不確実性の取扱い 

1.6 その他 

 

2. 未考慮死亡要因の評価に関する技術的課題 

 

3. 新たなMPの設計 

3.1 MPの構造 

3.2 オペレーティング・モデル及び試験方法  

3.3 欠損データ 

 

4. コードの改良及びバージョンコントロールシステム 
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第 7回オペレーティング・モデル及び管理方式に関する技術会合 

 

(CCSBT-OMMP/1609/) 

1. Provisional Agenda  

2. List of Participants 

3. List of Documents 

4. (Australia) Reconsideration of OM structure and new data sources for 2017 

reconditioning (same as CCSBT-ESC/1609/BGD 04) (OMMP Agenda Item 1) 

5. (Australia) Advice on incorporating UAM in stock assessment and MP evaluation 

and implementation (same as CCSBT-ESC/1609/BGD 03)  

(OMMP Agenda Item 2) 

6. (Australia) Initial consideration of forms of candidate management procedures for 

SBT (same as CCSBT-ESC/1609/BGD 05) (OMMP Agenda Item 3) 

7. (Australia) Methods for data generation in projections (same as CCSBT-

ESC/1609/BGD 06) (OMMP Agenda Item 3) 

 

 (CCSBT-OMMP/1609/Info) 

1. (Australia) Post-release survival in tuna and tuna-like species in longline fisheries: 

an update (same as CCSBT-ESC/1609/BGD 01) (OMMP Agenda Item 2) 

2. (New Zealand and Australia) Updated estimates of southern bluefin tuna catch by 

CCSBT non-member states (Rev.1) (same as CCSBT-ESC/1609/BGD 02 (Rev.1)) 

(OMMP Agenda Item 2) 

 

(CCSBT-OMMP/1609/Rep) 

1. Report of the Twenty Second Annual Meeting of the Commission (October 2015) 

2. Report of the Twentieth Meeting of the Scientific Committee (September 2015) 

3. Report of the Sixth Operating Model and Management Procedure Technical 

Meeting (August 2015) 

4. Report of the Nineteenth Meeting of the Scientific Committee (September 2014) 

5. Report of the Fifth Operating Model and Management Procedure Technical 

Meeting (June 2014) 

6. Report of the Fourth Operating Model and Management Procedure Technical 

Meeting (July 2013) 



 

7. Report of the Special Meeting of the Commission (August 2011) 

8. Report of the Sixteenth Meeting of the Scientific Committee (July 2011) 
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